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１．研究計画の概要 
 本研究では，申請者らが独自に開発を行っ
ている，広帯域レーダおよび広帯域干渉計を，
それぞれ複数機配置して，時空間的に大型レ
ーダネットワークの間隙となっている地表
面付近からの降雨の三次元構造を詳細に，且
つ，時間的にも密に観測し，雷放電観測の併
用と大気電気モデルの構築を通じて，気象災
害の減災を目指すことを目的としている。そ
の目的のため，Ku 波帯広帯域レーダと VHF
波帯広帯域干渉計を統合した，広帯域レーダ
システムによる「広帯域レーダシステムネッ
トワーク」を構築し力学と電気を相補的に利
用する形体での観測に供する。 
 本研究は，以下に示す 5 つのサブテーマで
構成し，それぞれ研究分担者がリーダを務め，
研究協力者と協力し担当する。各サブテーマ
チームでの，個別会議と全体会議を開催し，
互いの進捗を把握しながら，有機的な連携を
強化し，研究を遂行する。 
サブテーマ(1)：Ku 波帯広帯域レーダ 
サブテーマ(2)：VHF 波帯広帯域干渉計 
サブテーマ(3)：広帯域レーダシステムネット
ワーク構築 
サブテーマ(4)：広帯域レーダシステムネット
ワークによる観測と検証 
サブテーマ(5)：物理的に完備なモデル構築と
数値シミュレーション 
 
２．研究の進捗状況 
 各サブテーマについて、進捗状況を述べる。 
 (1)：送受信回路の製作と散乱実験、アンテ
ナ駆動系の製作、データ処理装置の開発を実
施し、試作機、実用機を稼動した。DSP の並
列処理等により高速にデータ処理するソフ

トウェアの開発も終え、実時間に近い形で画
像出力等を実現している。ネットワーク化の
ための降雨減衰補正法として、カルマンフィ
ルタを用いたアルゴリズム開発にも成功し
ている。現在、1 分以内にボリュームスキャ
ンしたデータを、スキャン完了後 1 分以内に
表示することが可能である。 
 (2)：広範囲に渡り、雷放電全体の記録を可
能とするトリガ間隔制御機能の設計と実装
を行い、ネットワーク構築に向けた準備を完
了した。加えて、LF/VLF 帯干渉計も開発し、
半径 100km 程度の圏内の雷放電について、
前駆放電、帰還雷撃の過程を観測可能とした。 
 (3)：気象条件、地形、インフラ、電波等の
環境を考慮し、鹿児島および山形県にテスト
サイト、大阪平野に実用サイトを設定し、広
帯域レーダシステムネットワークを構築し
た。各観測地点はインターネット網を通じて
遠隔監視・操作により運用し、各地点で取得
したデータを実時間で一時処理した後中央
局に転送して、これらのデータ統合と処理を
施すアルゴリズムの決定とソフトウェア開
発を終えている。広帯域レーダと広帯域干渉
計の観測結果を、統合データとして配信する
ことが可能であり、更新間隔は 1 分を実現し
ている。 
 (4)：広帯域レーダは観測点から 15km 以内
の領域を最小 20dBz の感度で観測している
ことを確認した。広帯域干渉計は、観測結果
に重大な影響を及ぼす系統誤差の定量的評
価と、これを取り除く較正手法の提案を行っ
た。 
 (5)：非静力学モデルによる数値予報で導か
れる雲微物理のパラメータに、粒子同士の衝
突とこれによる電荷分離の効果を追加し、雷
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雲内電荷分布モデルの開発を行っている。発
雷時の電荷分布構造が再現されており、実観
測結果との比較によりモデルの妥当性が示
されている。 
 
３．現在までの達成度 
本研究課題は、これまで「②おおむね順調
に進展している」と考えている。これまで構
成する各要素に加えた機能向上や、開発した
アルゴリズムを実装したソフトウェアの開
発を終えている。観測・データ処理・データ
配信も自動化されており、ハードとソフトの
両面から広帯域レーダシステムネットワー
クが連続稼動可能な体制が整っていると言
える。各装置が有機的に連携し、或いは相補
的に働くことによって、積乱雲や雷放電活動
を、ライフサイクルを通じて観測することが
可能である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 今後の研究の推進方策は、これまでに開発
を行った全ての要素を統合した、フルスペッ
クの状態で広帯域レーダシステムネットワ
ークによって、シーズンを通してデータを収
集すること、および災害を引き起こすような
シビアな現象の事前予測シミュレーション
モデルの開発である。本ネットワークによる
高精度な観測データを実況に沿って移動さ
せることによる短時間予報と、力学を考慮し
たモデルで予報される雲の微物理過程に電
気的な効果を加え電荷分離を再現すること
による中長時間予報を組み合わせ、最適な予
報モデルを確立しようとしている。観測によ
りもたらされる電荷分離機構や地域特性な
どの情報をモデルに反映し、雲内電荷や発雷
の数値モデルを構築する。モデルの検証は、
観測結果を用いて行い、更にモデルへのフィ
ードバックを行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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